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【はじめに】LiTaO3単結晶の(001)面を金属ターゲットと対向させて真空中で加熱すると、結晶表

面付近から発生した高速電子が金属ターゲットに衝突してＸ線が発生する。このとき、Ｘ線のエ

ネルギーと強度は結晶表面と金属ターゲット間の距離（以下、ギャップ長）に依存する[1]。しか

し、前回の実験[1]では、実験中に修復不可能な故障が生じて、同一条件による十分なデータが得

られなかったため、再現性に疑問が残っていた。そこで、今回、装置を新規に作製し、ギャップ

長に対するＸ線エネルギーと強度の変化について再実験を行った。 

【実験】実験には z-cutの LiTaO3単結晶（直径 30 mm、厚さ 5 mm）とタンタルターゲット（厚さ

10 µm）を用いた。これらを気圧約 10-3 Paの真空槽中で平行に配置して LiTaO3単結晶を加熱し、

このときに発生するＸ線のエネルギースペクトルとＸ線カウントの時間変化を測定した。ギャッ

プ長は 2から 20 mmまで変化させ、ギャップ長に対する発生Ｘ線の変化を調べた。 

【結果】ギャップ長が 2.4 mm以下または 17.0 mm以上のときは、常に絶縁破壊が起こるため、Ｘ

線のエネルギーと強度が極端に低下することがわかった。Fig. 1にギャップ長とＸ線の最大エネル

ギーの関係、Fig. 2にギャップ長とＸ線強度の関係を示す。Ｘ線の最大エネルギーは、ギャップ長

が大きくなると増加する傾向にあるが、ギャップ長が 6 mm 付近で減少し、再び増加して飽和す

る傾向がみられた。Ｘ線強度は、ギャップ長が大きくなると増加する傾向にあるが、ギャップ長

が 4 から 8 mmで飽和し、ギャップ長が 10 mm以上で急増することがわかった。 
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     Fig. 1. Endpoint energy vs. gap length.              Fig. 2. X-ray counts vs. gap length.       
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